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1. 基本事項 

1.1 本資料の目的 

今回のアンケート調査は、ウォーターPPP（管理・更新一体マネジメント方式）等の官民連携手

法の導入可能性検討を進めていくうえで参考とさせていただきます。アンケートにご回答いただ

くにあたり、本市の下水道事業等の概要や状況などを確認するために本資料をご活用ください。 

なお、本資料に示す内容は、暫定的な情報を含むものであり、今後変更する可能性があること

をご承知おきください。 

 

1.2 対象業務の例示 

アンケート設問 No.4 に示す業務内容の想定は、以下の通り。なお、これらの業務内容について

は、今後の導入可能性検討や下水道分野におけるウォーターPPP ガイドラインの動向などを踏ま

えて詳細な内容を決定してゆく予定です。 
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図表 1.2-1 管路施設に関する業務の想定 

大分類 中分類 小分類 主な業務の内容 

維持管理 巡視・点検 
 

巡視、目視確認など 

調査 
 

潜行目視、TV カメラ調査、流量調査、水質調査など 

清掃 
 

管路、開きょ、伏越、スクリーンの清掃など 

修繕 
 

補修工事、MH 高さ調整、蓋交換など 

計画 更新計画案策定 
 

健全度判定、ストックマネジメント計画策定業務など 

設計 実施設計（改築） 
 

改築更新工事に関する実施設計（基本・詳細）業務など 

CM（コンストラ

クションマネジ

メント） 

設計業務発注・監理支援 
 

市が発注する設計業務に関する発注作業・業務監理等の補助や助言など 

建設工事発注・監理支援 
 

市が発注する建設工事に関する発注作業・施工監理の補助や助言など 

工事 改築 

  

  

管更生 管更生工法による改築工事 

布設替え 開削工法などによる布施替えの改築工事 

MH 蓋交換 マンホール蓋の交換など 

耐震化工事  管更生などによる管路の耐震化工事 

問題解決業務 不明水対策 
 

TV カメラ調査、流量調査など 

悪臭対策 
 

臭気計測・原因特定調査など 

住民対応等業務 事故対応 
 

道路陥没・管路閉塞等への対応など 

住民対応 
 

苦情等の受付、現地確認・緊急対応、委託者への報告など 

他工事立合 
 

他企業工事、承認工事等の立会いなど 

災害対応業務   被災状況把握、二次災害防止等緊急措置・対応など 

その他 台帳管理  台帳システムへの維持管理情報の入力・整理 

見学者対応  見学者の案内・説明等補助など 
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図表 1.2-2 処理場・ポンプ場・マンホールポンプに関する業務の想定 

大分類 中分類 小分類 主な業務の内容 

維持管理  運転管理 
 

施設の運転監視、管理記録作成など 

保守点検 
 

日常・定期点検、法定点検、消耗部品の交換、補修作業など 

水質・汚泥試験 
 

水処理・汚泥処理に関する水質分析調査など 

ユーティリティ調達  電力 電力の調達管理 

水道 上水道の調達管理 

ガス ガスの調達管理 

通信 通信回線の調達管理 

薬品 汚泥処理等に使用する薬品の調達管理 

燃料 重油などの調達管理 

消耗品 消耗部品などの調達管理 

汚泥等廃棄物運搬処分 運搬・処分業務 廃棄物等の運搬・処分の許可を要する業務 

管理業務のみ 廃棄物等の運搬・処分の許可を要しない管理業務 

（事務手続き、運搬業者等との調整・立合い等の補助業務） 

修繕業務  小規模修繕 部品の交換、補修など 

（1 件当たりの金額や年間の金額等に制限があり精算処理される） 

修繕 部品の交換、補修、オーバーホールなど（金額に制限のなく精算処理されない） 

施設衛生管理 
 

施設や水槽などの清掃、植栽芝地管理、警備など 

計画 更新計画案策定 
 

健全度判定、ストックマネジメント計画策定業務など 

設計 実施設計（改築）  改築更新工事に関する実施設計（基本・詳細）業務など 
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図表 1.2-2 処理場・ポンプ場・マンホールポンプに関する業務の想定（続き） 

大分類 中分類 小分類 主な業務の内容 

CM（コンス

トラクシ

ョンマネ

ジメント） 

設計業務発注・監理支援 

  

 
市が発注する設計業務に関する発注作業・業務監理等の補助や助言など 

建設工事発注・監理支援 

  

 
市が発注する建設工事に関する発注作業・施工監理の補助や助言など 

工事 改築更新 土木・建築 土木・建築の改築工事 

機械設備 機械設備（建築設備を含む）の改築工事 

電気設備 電気設備（建築設備を含む）の改築工事 

その他 緊急対応  災害・事故等の状況把握・点検調査、復旧対応など 

台帳管理  台帳システムへの維持管理情報の入力・整理 

見学者対応  見学者の案内・説明等補助など 
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2.下水道事業等の概要 

熱海市公共下水道事業は、昭和 26 年 1 月に認可を得て下水道管きょ埋設工事並びに渚簡易処

理築造工事に着手し、予定処理区域 51.479ha、予定処理人口 9,769 人として昭和 27 年に一部排

水処理を開始した。それ以降、昭和 30～40 年代の観光地としての発展とともに現在までの間、拡

張に伴う事業認可と施設整備を重ね、現在の事業計画では計画処理面積 1,029ha、計画処理人口

23,100 人となっている。下水道事業計画と整備状況は以下のとおりである。 

なお、離島である初島の漁業集落排水事業を令和 6 年度から下水道課で管理を行っている。 
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図表 2-1 下水道事業計画と整備状況 

 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5 年度版）熱海市公営企業部下水道課 
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図表 2-2 熱海市公共下水道事業計画
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2.1 施設の概要 

本市の下水道施設の整備状況は図表 2.1-1～2.1-6 図表 2.1-に示すとおりであり、処理場

及びポンプ場については整備済み、管路は約 129km が整備済みである。今後は、老朽化施設

の改築事業、地震・津波対策事業、未整備地区の面整備事業（管路・マンホールポンプの新

設）を進めていく方針である。また、各施設の経過年数（最古施設、2024 年基準）は、浄水

管理センター39 年、ポンプ場 21 年、管路 73 年である。熱海市浄水管理センター・ポンプ

場の維持管理は、令和 3年度～令和 7 年度の 5 年間、運転管理・保守点検・薬品調達・小規

模修繕を含むレベル 2.5 相当の包括的民間委託を実施中である。 

なお、熱海市では、湯河原町及び真鶴町のし尿を受け入れている一方、泉処理区より発生

した汚水を湯河原町へ流下させ、汚水処理を委託している。 

 

図表 2.1-1 管路延長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5年度版）熱海市公営企業部下水道課 
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図表 2.1-2 熱海市浄水管理センターの概要 

 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5年度版）熱海市公営企業部下水道課 
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図表 2-1.3 伊豆山浜中継ポンプ場の概要 

 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5年度版）熱海市公営企業部下水道課 

 

 伊豆山浜中継ポンプ場は、伊豆山地区の汚水を浄水管理センターに送水するための施設

となる。当ポンプ場は、無人施設であり、遠方監視システムにより、浄水管理センターにて

24 時間監視している。 

 

 

  



11 

図表 2.1-4 南熱海中継ポンプ場の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5年度版）熱海市公営企業部下水道課 

 

 南熱海中継ポンプ場は、南熱海地区の汚水を浄水管理センターに送水するための施設と

なる。当ポンプ場は、無人施設であり、遠方監視システムにより、浄水管理センターにて 24

時間監視している。 
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図表 2.1-5 南熱海幹線中継施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5年度版）熱海市公営企業部下水道課 

 

南熱海幹線中継施設は、南熱海中継ポンプ場から送られた汚水を受ける施設となる。中継施

設より、管路トンネル内の汚水管を通り、自然流下で浄水管理センターに送水される。 

 

図表 2.1-6 南熱海幹線管路トンネルの概要 

 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5年度版）熱海市公営企業部下水道課 

 

南熱海地区の汚水を南熱海幹線中継施設より浄水管理センターに送水するための管路ト

ンネルとなる。トンネルの中に直径 450mm の汚水管が敷設されている。 
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図表 2.1-7 寺山マンホールポンプ 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5年度版）熱海市公営企業部下水道課 

 

青葉町地区の汚水を浄水管理センターに送水するための施設となる。当ポンプ場は無人

施設であり、遠方監視システムにより、浄水管理センターで 24時間監視している。 
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公共下水道事業の全体計画及び事業計画等の概要及び一般平面図を次表以降に示す。 

 

図表 2.1-8 計画概要 

 

（出典）熱海市公共下水道 （変更）協議申出書 令和 3 年度 
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（出典）熱海市公共下水道 （変更）協議申出書 令和 3 年度 
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（出典）熱海市公共下水道 （変更）協議申出書 令和 3 年度 
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（出典）熱海市公共下水道 （変更）協議申出書 令和 3 年度 

 

  



18 

 

（出典）熱海市公共下水道 （変更）協議申出書 令和 3 年度 
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（出典）熱海市公共下水道 （変更）協議申出書 令和 3 年度 
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熱海市浄水管理センター 一般平面図 

 

南熱海中継ポンプ場 一般平面図 
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伊豆山浜中継ポンプ場 一般平面図 

 

南熱海中継施設 一般平面図
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3.下水道事業の状況 

3.1 施設に関する状況 

（１）管路 

 本市は、昭和 26 年に事業着手しており、2020 年現在 69 年が経過している。市内には、廃

止管、個人管等を合わせて下水道台帳システムで管理しているが、ストックマネジメント計

画では、これらの種別を除き、公共下水道の管路を対象として整理されている。 

管種別年度別延長を、図表 3.1-1, 3.1-2 図表 3.1-1 に示す。総延長1は、128,809.59m とな

る。 

昭和 50 年前後まではヒューム管が多く、以降の年次は、塩ビ管が多くを占める傾向となっ

ており、陶管等の他管種はあまり見られない。なお、平成 14 年において、その他の延長が多

くなっているのは、南熱海幹線の中継施設から浄水管理センターの管路布設工事によるもの

である。総延長 128,809.59m のうち、標準耐用年数 50 年を超過しているのが、現在で

21,715.02m（約 16.9%）であり、10 年後には 50,537.27m（約 39.2%）、20 年後には 75,692.22m

（約 58.8%）と増加していくことから、計画的に調査を実施し、調査結果に基づき対策を行

ってゆく必要がある。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）熱海市公共下水道ストックマネジメント計画（管路施設）報告書 

図表 3.1-1 市全域年度別管種別延長 

  

 
1 個人管等を含む延長は、132,377.74m 
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図表 3.1-2 市全域年度別管種別延長（一覧） 

 

（出典）熱海市公共下水道ストックマネジメント計画（管路施設）報告書 

 

  

（単位：m）

竣工年 竣工年（西暦） 経過年 ヒューム管 塩ビ管 陶管 更生管 その他 合計 延長累計
昭和26年 1951 69 291.40 24.70 0.00 0.00 0.00 316.10 316.10
昭和27年 1952 68 438.30 0.00 0.00 0.00 0.00 438.30 754.40
昭和28年 1953 67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 754.40
昭和29年 1954 66 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 754.40
昭和30年 1955 65 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 754.40
昭和31年 1956 64 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 754.40
昭和32年 1957 63 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 754.40
昭和33年 1958 62 266.60 0.00 0.00 0.00 0.00 266.60 1,021.00
昭和34年 1959 61 1,067.60 58.40 24.40 0.00 0.00 1,150.40 2,171.40
昭和35年 1960 60 814.75 33.25 0.00 0.00 10.67 858.67 3,030.07
昭和36年 1961 59 972.20 42.65 0.00 0.00 0.00 1,014.85 4,044.92
昭和37年 1962 58 1,968.30 143.20 0.00 0.00 0.00 2,111.50 6,156.42
昭和38年 1963 57 595.60 0.00 0.00 0.00 0.00 595.60 6,752.02
昭和39年 1964 56 1,102.15 37.05 0.00 0.00 0.00 1,139.20 7,891.22
昭和40年 1965 55 1,579.50 66.90 34.80 0.00 0.00 1,681.20 9,572.42
昭和41年 1966 54 1,833.20 294.15 0.00 0.00 0.00 2,127.35 11,699.77
昭和42年 1967 53 2,017.40 185.40 0.00 0.00 10.00 2,212.80 13,912.57
昭和43年 1968 52 2,167.00 39.10 0.00 0.00 0.00 2,206.10 16,118.67
昭和44年 1969 51 2,125.75 149.60 0.00 0.00 0.00 2,275.35 18,394.02
昭和45年 1970 50 2,874.60 394.25 27.85 0.00 24.30 3,321.00 21,715.02
昭和46年 1971 49 3,896.60 949.15 17.80 0.00 196.40 5,059.95 26,774.97
昭和47年 1972 48 3,265.65 610.00 2.40 0.00 296.60 4,174.65 30,949.62
昭和48年 1973 47 5,942.55 749.45 34.20 0.00 10.95 6,737.15 37,686.77
昭和49年 1974 46 3,428.45 1,749.50 0.00 0.00 29.50 5,207.45 42,894.22
昭和50年 1975 45 397.75 2,077.35 0.00 0.00 18.00 2,493.10 45,387.32
昭和51年 1976 44 317.75 2,003.50 0.00 0.00 0.00 2,321.25 47,708.57
昭和52年 1977 43 50.20 1,265.50 16.00 0.00 0.00 1,331.70 49,040.27
昭和53年 1978 42 0.00 626.10 0.00 0.00 0.00 626.10 49,666.37
昭和54年 1979 41 106.80 375.85 0.00 0.00 0.00 482.65 50,149.02
昭和55年 1980 40 222.35 165.90 0.00 0.00 0.00 388.25 50,537.27
昭和56年 1981 39 70.75 307.10 0.00 0.00 0.00 377.85 50,915.12
昭和57年 1982 38 46.10 319.85 0.00 0.00 0.00 365.95 51,281.07
昭和58年 1983 37 178.90 240.00 0.00 0.00 0.00 418.90 51,699.97
昭和59年 1984 36 87.20 736.25 0.00 0.00 143.35 966.80 52,666.77
昭和60年 1985 35 77.40 4,641.20 0.00 0.00 14.70 4,733.30 57,400.07
昭和61年 1986 34 1,039.60 2,683.00 0.00 0.00 47.45 3,770.05 61,170.12
昭和62年 1987 33 1,089.15 5,871.20 0.00 0.00 782.50 7,742.85 68,912.97
昭和63年 1988 32 1,542.60 1,581.80 0.00 0.00 54.35 3,178.75 72,091.72
平成1年 1989 31 320.50 1,898.10 0.00 0.00 14.30 2,232.90 74,324.62
平成2年 1990 30 486.40 863.90 0.00 0.00 17.30 1,367.60 75,692.22
平成3年 1991 29 158.90 1,542.90 0.00 0.00 0.00 1,701.80 77,394.02
平成4年 1992 28 0.00 2,738.50 61.50 0.00 0.00 2,800.00 80,194.02
平成5年 1993 27 0.00 698.00 0.00 0.00 0.00 698.00 80,892.02
平成6年 1994 26 0.00 610.30 0.00 0.00 6.60 616.90 81,508.92
平成7年 1995 25 0.00 1,291.40 0.00 0.00 99.10 1,390.50 82,899.42
平成8年 1996 24 0.00 1,458.95 0.00 0.00 119.50 1,578.45 84,477.87
平成9年 1997 23 3.60 2,641.17 0.00 26.40 540.20 3,211.37 87,689.24
平成10年 1998 22 350.20 1,520.00 0.00 21.00 486.00 2,377.20 90,066.44
平成11年 1999 21 838.50 2,091.10 0.00 53.30 934.30 3,917.20 93,983.64
平成12年 2000 20 0.00 3,704.00 0.00 19.70 266.45 3,990.15 97,973.79
平成13年 2001 19 289.65 1,600.35 0.00 0.00 32.65 1,922.65 99,896.44
平成14年 2002 18 26.60 4,044.35 0.00 0.00 4,004.36 8,075.31 107,971.75
平成15年 2003 17 0.00 2,137.05 0.00 0.00 56.22 2,193.27 110,165.02
平成16年 2004 16 0.00 1,034.90 0.00 0.00 0.00 1,034.90 111,199.92
平成17年 2005 15 0.00 710.65 0.00 18.50 1,438.85 2,168.00 113,367.92
平成18年 2006 14 0.00 926.85 0.00 221.50 0.00 1,148.35 114,516.27
平成19年 2007 13 0.00 525.55 0.00 206.20 0.00 731.75 115,248.02
平成20年 2008 12 0.00 732.00 0.00 175.20 0.00 907.20 116,155.22
平成21年 2009 11 0.00 452.42 0.00 199.70 0.00 652.12 116,807.34
平成22年 2010 10 0.00 586.61 0.00 0.00 0.00 586.61 117,393.95
平成23年 2011 9 0.00 741.73 0.00 0.00 0.00 741.73 118,135.68
平成24年 2012 8 0.00 932.06 0.00 225.35 0.00 1,157.41 119,293.09
平成25年 2013 7 11.55 986.25 0.00 30.00 0.00 1,027.80 120,320.89
平成26年 2014 6 45.00 1,005.70 0.00 95.80 0.00 1,146.50 121,467.39
平成27年 2015 5 0.00 449.65 0.00 138.00 0.00 587.65 122,055.04
平成28年 2016 4 0.00 790.35 0.00 284.20 0.00 1,074.55 123,129.59
平成29年 2017 3 0.00 1,029.40 0.00 462.70 0.00 1,492.10 124,621.69
平成30年 2018 2 0.00 530.90 0.00 331.90 0.00 862.80 125,484.49

平成31年/令和1年 2019 1 0.00 683.45 0.00 269.20 8.91 961.56 126,446.05
令和2年 2020 0 67.50 31.10 0.00 245.20 0.00 343.80 126,789.85

1,460.30 521.44 38.00 0.00 0.00 2,019.74 128,809.59
45,932.85 69,932.43 256.95 3,023.85 9,663.51 128,809.59 -

熱海市全域

布設年登録なし
合計
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過年度の調査延長および改築延長を図表 3.1-3 に示す。 

なお、各延長は、当時の延長を示しており、いずれも熱海分区内を対象として行っている。 

 

図表 3.1-3 過年度調査・改築実績の整理 

 

（出典）熱海市公共下水道ストックマネジメント計画（管路施設）報告書 

 

※第 1 期ストックマネジメント計画における調査延長において、調査不可延長を考慮した調

査済み延長は L=12,743.65m である。 

※令和 2 年度調査延長 L=473.50m のうち、L=173.80 は巡視によるものである。 

 

 

また、令和 2年度時点の下水道台帳における、調査済み延長および改築済み延長を図表3.1-

4 に示す。要改築路線である緊急度Ⅰ・Ⅱについては、一部改築を行っていない路線がある。 

 

図表 3.1-4 過年度調査・改築実績の整理（台帳ベース） 

 

（出典）熱海市公共下水道ストックマネジメント計画（管路施設）報告書 

 

※上記調査・改築済み延長は当時の台帳に基づくものであり、布設替えによる台帳更新によ

り実績とは異なる場合がある。 

 

直近 5 か年おける改築実績を図表 3.1-5～3.1-7 に示す。  

過年度業務 調査時延長（m） 改築実績延長（m）

30,207.62 2,260.95合計

473.50

12,479.40
-第1期

ストックマネジメント計画

令和元年度 2019年

令和2年度 2020年

平成27年度 2015年 578.20
1,660.00

テレビカメラ調査実施年度

第1期
長寿命化計画

平成19～22年度 2007～2010年 6,199.05 600.95

第2期
長寿命化計画

平成26年度 2014年 10,477.47

過年度業務 調査延長（ｍ） 緊急度 要改築判定延長（m） 改築済み延長(m) 未改築延長(m)

Ⅰ 231.15 231.15 0.00
Ⅱ 1,813.65 522.10 1,291.55
Ⅰ 341.40 258.30 83.10
Ⅱ 2,916.85 1,101.70 1,815.15
Ⅰ 198.00 198.00 0.00
Ⅱ 260.20 59.80 200.40
Ⅰ 256.60 本計画検討 本計画検討

Ⅱ 4,400.10 本計画検討 本計画検討

Ⅰ 173.80 本計画検討 本計画検討

Ⅱ 123.50 本計画検討 本計画検討
30,194.72 － 10,715.25 2,371.05 3,390.20

令和2年度 2020年

合計

テレビカメラ調査実施年度

2007～2010年

2015年

第1期
長寿命化計画

平成19～22年度

第2期
長寿命化計画

平成27年度

平成26年度

第1期
ストックマネジメント計画

6,199.05

10,464.57

578.20

473.50

2014年

令和元年度 2019年 12,479.40
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図表 3.1-5 管渠改築（更生工法）実績 

 

（出典）契約実績より 

 

  

管渠改築（更生）

年度 工事名 設計額（円） 契約額（円） 延長(m) 工法 管径

R1 桃山幹線⑧外１線 18,429,400 17,539,500 160.00 更生 300,250

糸川幹線⑥外１線 9,739,400 9,255,400 98.10 更生 300,250

和田川幹線② 1,650,000 1,629,100 11.10 更生 300

計 29,818,800 28,424,000 269.20

R2 桃山１号幹線⑨ 3,226,300 3,206,500 39.80 更生 250

田原枝線①外２線 9,183,900 9,024,400 88.40 更生 300,250,200

初川１号枝線④-2外３線 12,595,000 12,287,000 102.20 更生 400,300,250

桃山１号幹線⑨（その４） 3,476,000 3,194,400 14.80 更生 300,250

計 28,481,200 27,712,300 245.20

R3 田原枝線①-18外１線 6,072,000 5,772,800 63.50 更生 250

桃山枝線⑧-3 13,233,000 12,579,600 102.60 更生 250

桃山幹線⑧ 13,101,000 12,523,500 113.60 更生 300

桃山幹線⑧（その２） 14,124,000 13,525,600 109.00 更生 300

初川１号幹線④ 4,279,000 4,235,000 38.00 更生 250

糸川枝線⑥-17 4,411,000 4,375,800 47.50 更生 200

計 55,220,000 53,012,300 474.20

R4 和田川幹線② 16,027,000 15,203,100 120.30 更生 300,200

田原幹線①外１線 12,650,000 12,263,900 88.00 更生 400,300,250

初川１号幹線④外４線 14,729,000 13,960,100 117.80 更生 250,200

和田川１号幹線③外１線 11,583,000 11,008,800 94.90 更生 250,200

桃山幹線⑧ 12,529,000 12,042,800 95.70 更生 300

桃山幹線⑧（その２） 7,205,000 6,988,300 36.90 更生 300

計 74,723,000 71,467,000 553.60

R5 田原幹線① 6,435,000 6,209,500 10.02 更生 800

和田川枝線②-8 8,745,000 8,453,500 82.40 更生 200

計 15,180,000 14,663,000 92.42
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図表 3.1-6 管渠改築（布設替）実績 

 

（出典）契約実績より 

 

  

管渠改築（布設替） 

年度 工事名 設計額（円） 契約額（円） 延長(m) 工法 管径

R1 田原枝線①-31 3,125,520 3,015,360 11.70 布設替 VU200

桃山１号幹線⑨ 1,905,200 1,775,400 5.40 布設替 VU300

計 5,030,720 4,790,760 17.10

R2 桃山枝線⑧-6 1,325,500 1,261,700 22.25 布設替 VU150

桃山１号幹線⑨（その２） 3,603,600 3,368,200 10.60 布設替 VU250

田原枝線① 1,753,400 1,732,500 4.00 布設替 VU200

和田川１号幹線③ 7,953,000 7,034,500 32.30 布設替 VU250

和田川幹線② 2,134,000 2,055,900 7.20 布設替 VU300

桃山枝線⑧-3-1 2,354,000 2,332,000 9.55 布設替 VU250

計 19,123,500 17,784,800 85.90

R3 逢初川幹線⑪ 2,200,000 2,120,800 17.60 布設替 VU200

計 2,200,000 2,120,800 17.60

R4 桃山１号幹線⑨ 6,149,000 6,039,000 24.95 布設替 VU250

計 6,149,000 6,039,000 24.95

R5
二級河川逢初川総合流域防災対
策工事に伴う

2,046,000 2,035,000 17.40 布設替 VU200

計 2,046,000 2,035,000 17.40
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図表 3.1-7 マンホール蓋改築実績 

 
（出典）契約実績より 

  

年度 工事名 設計額（円） 契約額（円） 箇所 タイプ

R1 和田浜南町地内 295,920 295,920 1 T-14
東海岸町地内 2,858,760 2,856,600 2 T-14親子蓋 
西熱海町一丁目地内 1,324,080 1,166,400 7 T-25
銀座町地内 317,520 317,520 1 T-14
西熱海町一丁目地内（その２） 2,887,500 2,640,000 16 T-14
市道桜ヶ丘通り線外2線配水
管・配湯管布設替工事に伴う

1,098,900 1,045,000 6 T-14

梅園町地内 1,386,000 1,320,000 4 T-25
市道小嵐線外1線配水管・送配
湯管布設替工事に伴う

987,800 987,800 5 T-25

市道渚通り２号線外５線配水管
布設替工事に伴う

2,418,900 2,299,000 12 T-14

渚町地内 908,600 908,600 4 T-14
東海岸町地内（その２） 297,000 297,000 1 T-14
熱海字奥ノ沢地内 590,700 590,700 3 T-25
和田町外３地内 改築更新工事 2,952,400 2,695,000 10 T-14
春日町外１地内 改築更新工事 1,249,600 1,166,000 4 T-25：3, T-14：1
田原本町地内 改築更新工事 954,800 954,800 3 T-14
東海岸町地内 改築更新工事 673,200 673,200 1 T-14

計 21,201,680 20,213,540 80

R2
市道温泉通り水口線バリアフ
リー整備工事に伴う

990,000 990,000 5 T-25

咲見町地内 484,000 484,000 2 T-25
清水町地内 506,000 506,000 2 T-14
熱海字滝知山地内 2,674,100 2,530,000 10 T-25
和田町地内 405,900 405,900 2 T-14
渚町地内 453,200 453,200 2 T-14
桃山町地内 980,100 980,100 4 T-25
田原本町外１地内 2,489,300 2,371,600 7 T-25
中央町地内 264,000 264,000 1 T-25
桃山町地内（その２） 524,700 524,700 2 T-25
桃山町地内（その３） 374,000 374,000 1 T-14
西熱海町二丁目地内 990,000 990,000 3 T-25
青葉町地内 849,200 849,200 4 T-14
水口町外２地内 2,783,000 2,750,000 14 T-25：1, T-14：13
東海岸町地内 957,000 957,000 3 T-25：1, T-14：2
水口町外１地内 1,243,000 1,210,000 6 T-14
西山町地内 841,500 841,500 3 T-25小型：1, T-14：2
昭和町地内 502,700 502,700 2 T-14

計 18,311,700 17,983,900 73
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図表 3.1-7  マンホール蓋改築実績（続き） 

 
（出典）契約実績より 

 

  

年度 工事名 設計額（円） 契約額（円） 箇所 タイプ

R3 梅園町地内 1,573,000 1,540,000 8 T-14
田原本町地内 242,000 242,000 1 T-14
清水町地内 209,000 209,000 1 T-14
青葉町地内 2,486,000 2,200,000 10 T-14
桜木町地内 792,000 792,000 4 T-14
相の原町地内 1,936,000 1,859,000 7 T-25：5, T-14：2
西山町地内 1,177,000 1,144,000 4 T-25
伊豆山地内 4,268,000 4,180,000 15 T-14
桜木町地内（その２） 792,000 792,000 4 T-14
西熱海町二丁目地内 2,904,000 2,860,000 9 T-25
銀座町地内 475,200 475,200 2 T-14
渚町地内 444,400 444,400 2 T-14
青葉町地内（その２） 419,100 419,100 2 T-14

計 17,717,700 17,156,700 69

R4 中央町地内 990,000 990,000 2 T-25

田原幹線①外３線 8,976,000 8,690,000 28
T-14：24, T-8：3

T-14 ILB：1
青葉町地内 1,760,000 1,716,000 6 T-14
桃山町地内 658,900 658,900 2 T-14
相の原町地内 2,673,000 2,530,000 8 T-25
林ガ丘町地内 220,000 220,000 1 T-14
緑ガ丘町地内 259,600 259,600 1 T-14
渚町地内 968,000 968,000 3 T-14
糸川１号幹線⑥-13 4,796,000 4,488,000 13 T-25
和田川１号幹線③外３線 2,970,000 2,915,000 9 T-14
青葉町地内（その２） 258,500 258,500 1 T-14
西山町地内 232,100 232,100 1 T-14

計 24,762,100 23,926,100 75

R5 咲見町地内 550,000 550,000 2 T-14
咲見町地内（その２） 556,600 556,600 2 T-14小型：1, T-8：1
桜木町地内 932,800 932,800 4 T-14
桜木町地内（その２） 829,400 829,400 3 T-14
中央町地内 1,584,000 1,540,000 8 T-14：1, T-14小型：7
梅園町外１地内 3,432,000 3,304,400 9 T-25
東海岸町地内 638,000 638,000 1 T-25
田原本町地内 1,243,000 1,210,000 4 T-8
緑ガ丘町地内 495,000 495,000 2 T-14
東海岸町外１地内 986,700 986,700 2 T-25
梅園町地内 990,000 990,000 5 T-14
東海岸町地内（その２） 789,800 789,800 3 T-8
林ガ丘町地内 638,000 638,000 2 T-14

計 13,665,300 13,460,700 47
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（２）処理場・ポンプ場 

 機場ごとの資産点数を図表 3.1-8,3.1-9 に示す。全資産 1,692 点のうち、77％の資産を熱

海市浄水管理センターが保有している。工種別にみると、プラント機械及びプラント電気設

備が全体の 55％を占めていることが分かる。 

 

単位：点数 

図表 3.1-8 機場ごとの資産点数 

 

（出典）令和元年度 ストックマネジメント全体計画 

 

 

図表 3.1-9 機場ごとの資産点数 

（出典）令和元年度 ストックマネジメント全体計画 

 

 

  

施設名称 機械設備 電気設備 土木施設 建築施設 建築機械設備 建築電気設備 合計 割合

熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ 407 381 286 24 66 138 1302 77%
伊豆山浜中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場 24 38 35 6 16 13 132 8%
南熱海中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場 34 31 50 6 21 18 160 9%
南熱海幹線中継施設 3 8 7 5 61 5 89 5%
寺山ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ場 3 6 0 0 0 0 9 1%

合計 471 464 378 41 164 174 1692 100%
割合 28% 27% 22% 2% 10% 10% 100%
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 点検・調査に関する情報は、ストックマネジメント計画において、竣工図を前述の工事台

帳を基に収集し、さらに、修繕履歴として機器整備履歴を収集し、その情報を活用している。 

次頁に、過去の機器整備履歴（抜粋）を示す。 

 

図表 3.1-10 点検・調査に関する情報 

 

（出典）令和元年度 ストックマネジメント全体計画 

 

大項目 中項目 収集の有無 資料名 備考
維持管理仕様書 ○ 維持管理業者への発注形態、維持管理形態の確認
維持管理報告書 ○ 維持管理月報、維持管理年報
維持管理年間業務報告書 ○ 平成30年度維持管理年間業務報告書
電気使用量通知 ○ 契約電力及び最大電力の確認
電気保安協会点検報告書 ○ 点検結果の確認
今後の修繕計画 ○ -
故障情報 ○ 不具合・故障発生機器一覧表

点
検
・
調
査
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図表 3.1-11 機器整備履歴（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）令和元年度 ストックマネジメント全体計画 
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修繕・改築に関する情報については、ストックマネジメント業務において、竣工図および設計

書、水処理・汚泥処理月報を収集し、その情報を活用している。 

 

図表 3.1-12 修繕・改築に関する情報 

 

 

熱海市浄水管理センターでは、昭和 55 年度に建設工事その 1 にて埋立て仕切ケーソン工事(護

岸工事)に着手し、平成 9 年度の建設工事その 31 の場内整備で現行の施設が完成した。そして、

本浄水管理センターでは、平成 12 年度の無停電電源装置更新工事をかわきりに、更新工事へ着手

している。 

また、本浄水管理センターでは、処理場の機能維持を目的とし適正な維持管理を適宜実施して

きたが、昭和 60 年 7 月の供用開始から 26 年(平成 23 年度現在)が経過し経年劣化や陳腐化がみら

れるようになり効率的な改築更新を実施する必要性が生じたことから、平成 23年度に、第一期長

寿命化計画(事業計画期間 H24～H28 の 5 カ年)を策定し、また、平成 27 年度に第一期長寿命化計

画の見直し(更新対象資産のみ直し)を行い、現在はストックマネジメント計画に基づき事業を鋭

意実施しているところである。 

熱海市浄水管理センターにおける過年度の工事実績を図表 3.1-13,14 に示す。 

 

大項目 中項目 収集の有無 資料名 備考
修
繕
・
改
築

過去の大規模修繕記録 ○ 管理センター、各ポンプ場で実施した記録、報告書
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図表 3.1-13 熱海市浄水管理センター工事履歴 

 

（出典）令和元年度 ストックマネジメント全体計画 

  

着手 完了
1 S55熱海市市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事 護岸 埋立仕切ｹｰｿﾝ 1980/10/19 1981/7/31

2 S56熱海市市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その2 護岸 埋立仕切ｹｰｿﾝ 1981/8/19 1982/8/31

3 S57熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その5 護岸 埋立仕切ｹｰｿﾝ 1982/5/29 1982/11/10

4 S56熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その3・4 護岸 ｾﾙ基礎、鋼殻ｹｰｿﾝ 1981/12/28 1982/12/25

5 S57熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その6 水処理施設A系列 鋼殻ｹｰｿﾝ 1982/7/21 1983/1/10

6 S57熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その9 護岸 埋立仕切ｹｰｿﾝ 1983/3/31 1983/5/20

7 S57熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その7 水処理施設A系列 ｾﾙ基礎 1982/12/8 1983/5/31

8 S57熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その10 護岸 ｾﾙ基礎 1983/5/11 1983/11/25

9 S57熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その8 水処理施設A系列 鋼殻ｹｰｿﾝ 1982/12/24 1983/12/7

10 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その11 護岸 護岸工 1983/5/11 1984/3/20

11 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その14 護岸 鋼殻ｹｰｿﾝ曳航、沈設 1983/11/25 1984/3/20

12 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その15 護岸 護岸工 1983/12/24 1984/3/20

13 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その16 盛土 盛土工ほか 1983/12/24 1984/3/20

14 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その12 水処理施設A系列上屋 建築、建築機械、建築電気 1983/10/23 1984/10/31

15 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ沈砂池設備工事 水処理施設A系列 沈砂池設備1式 1984/3/31 1984/12/15

16 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ主ﾎﾟﾝﾌﾟ設備工事 水処理施設A系列 主ﾎﾟﾝﾌﾟ設備1式 1984/3/31 1984/12/15

17 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ送風機設備工事 水処理施設A系列 送風機設備1式 1984/3/31 1984/12/15

18 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その13 連絡管廊、流入渠 連絡管廊、流入渠 1983/11/23 1985/1/31

19 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理設備工事 水処理施設A系列 最初沈殿池設備，ｴｱﾚｰｼｮﾝﾀﾝｸ設備，最終沈殿池設備，汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ管弁設備，消毒設備，処理水設備各1式 1983/10/26 1985/3/18

20 S59熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理設備工事その2 水処理施設A系列 汚泥濃縮設備，脱臭設備，電気設備(汚泥濃縮)，換気設備(建築機械)，給水設備(建築機械)各1式 1984/10/17 1985/3/18

21 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事 水処理施設電気室 受変電設備　一式 1983/10/10 1985/3/18

22 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事その2(高率) 水処理施設A系列 水処理設備（運転操作，計装，監視制御）一式，汚泥処理設備（運転操作，計装，監視制御）一式 1983/10/10 1985/3/18

23 S58熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事その2(低率) 水処理施設A系列 沈砂池設備（運転操作，計装，監視制御）一式 1983/10/10 1985/3/18

24 S59熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ自家発電設備工事 水処理施設自家発電機室 自家発電設備　一式 1984/10/1 1985/3/18

25 S59熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理設備工事その2 水処理施設A系列 水処理電気設備　一式 1984/10/17 1985/3/18

26 S59熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その17 盛土 盛土工ほか 1984/6/9 1985/3/20

27 S59熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その18 埋立 埋立仕切ｹｰｿﾝ 1984/6/14 1985/3/20

28 S59熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その19 護岸 消波工 1984/11/10 1985/3/20

29 S60熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その20 護岸 護岸工 1985/8/8 1985/12/15

30 S60熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その21 埋立 埋立工 1985/8/20 1986/3/25

31 S61熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その22 汚泥処理棟 土木、建築(躯体) 1986/1/25 1987/1/31

32 S61熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その23 場内整備 場内整備 1986/9/25 1987/3/20

33 S61熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建築工事その24 汚泥処理棟、車路 汚泥処理棟_建築(仕上)、建築機械、建築電気、車路_建築 1986/10/7 1987/3/25

34 S60熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ汚泥処理設備工事 水処理施設A系列，汚泥処理棟薬注脱水設備，脱臭設備各1式 1986/3/31 1987/10/31

35 S61熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事その3 汚泥処理棟 汚泥処理設備（運転操作，計装，監視制御）一式 1986/3/31 1987/10/31

36 S62熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その25 場内整備 場内整備 1987/10/29 1988/3/18

37 S63熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理設備工事その3 水処理施設A系列，管理棟 ｴｱﾚｰｼｮﾝﾀﾝｸ設備，最終沈殿池設備，汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ管弁設備，汚泥濃縮設備各1式 1988/10/1 1989/3/18

38 S63熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ送風機設備工事その2 水処理施設A系列 送風機設備1式 1988/8/11 1989/3/18

39 S63熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事その4 水処理施設A系列 水処理設備（運転操作，計装，監視制御）一式，汚泥処理設備（運転操作，計装，監視制御）一式 1988/8/11 1989/3/18

40 H2熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀ汚泥脱臭剤定量供給装置設置工事 汚泥処理棟 脱臭剤定量機1台の設置工1式 1990/10/2 1991/1/29

41 H5熱海市市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その26 管理棟 管理棟 1993/9/30 1994/2/10

42 H5熱海市市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その27 管理棟、管廊 管理棟_建築(躯体)、管廊_土木 1993/8/23 1995/2/17

43 H6熱海市市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その29 管理棟、管廊 管理棟_建築(仕上)、建築機械、建築電気、管廊_土木 1994/12/1 1995/3/14

44 H6熱海市市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その28 水処理施設B系列 水処理棟、最初沈殿池、ｴｱﾚｰｼｮﾝﾀﾝｸ、最終沈殿池、土木工事 1994/9/30 1996/3/15

45 H7熱海市市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その30 水処理施設B系列上屋、雑工 建築、建築機械、建築電気、土木(雑工) 1995/8/23 1996/10/31

工期
工事件名 対象施設 工事概要No.
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図表 3.1-13 熱海市浄水管理センター工事履歴(続き) 

 

（出典）令和元年度 ストックマネジメント全体計画 

 

 

着手 完了
46 H7熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理設備工事その4 水処理施設B系列 最初沈殿池設備，ｴｱﾚｰｼｮﾝﾀﾝｸ設備，最終沈殿池設備，消毒設備，用水設備各1式 1996/3/7 1997/3/18

47 H8熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ設備工事その2 水処理施設A系列 主ﾎﾟﾝﾌﾟ設備1式 1996/10/1 1997/3/18

48 H7熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事その5 管理棟 受変電設備　一式 1995/11/1 1997/3/18

49 H8熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ自家発電設備工事その2 管理棟自家発電機室 自家発電設備　一式 1996/8/10 1997/3/18

50 H8熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ汚泥処理設備工事その2 汚泥処理棟，管理棟 汚泥濃縮設備，汚泥脱水設備各1式 1996/9/14 1997/9/30

51 H8熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ送風機設備工事その3 水処理施設A系列 送風機設備1式 1996/9/14 1997/11/20

52 H8熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事その6(高率) 水処理施設B系列 水処理設備（運転操作，計装，監視制御）一式，汚泥処理設備（運転操作，計装，監視制御）一式 1996/8/1 1997/11/20

53 H8熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事その6(低率) 水処理施設A系列 ﾎﾟﾝﾌﾟ設備（運転操作，計装，監視制御）一式 1996/8/1 1997/11/20

54 H9熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その31 場内整備 場内整備 1997/8/28 1998/3/18

55 H12熱海市第二浄水管理ｾﾝﾀｰ無停電電源装置更新工事 水処理施設A系列 無停電電源装置の更新 2000/10/15 2001/3/30

56 H14浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理計装更新工事 水処理施設A系列 A系水処理設備の計装品更新工事 2002/10/1 2002/12/20

57 H14熱海市南熱海中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設工事(電気設備) 管理棟監視室 熱海市南熱海中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設工事に伴う電気設備工事 2002/1/1 2003/3/1

58 H13熱海市伊豆山浜中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設工事(電気設備) 管理棟監視室 熱海市伊豆山浜中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設工事に伴う電気設備工事 2001/9/18 2003/3/20

59 H15南熱海幹線1中継施設築造工事(電気設備) 管理棟監視室 南熱海幹線①中継施設（脱臭設備）築造工事に伴う電気設備工事 2003/11/28 2004/1/30

60 H15熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ沈砂池設備更新工事(No2自動除塵機) 水処理施設A系列 No2自動除塵機更新工事 2003/9/25 2004/3/20

61 H15熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ最初沈殿池設備更新工事(No1-1池) 水処理施設A系列 A系最初沈殿池(No1-1池)機械設備更新工事 2003/9/26 2004/3/20

62 H15熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ最終沈殿池設備更新工事(No1-4池) 水処理施設A系列 A系最終沈殿池(No1-4池)機械設備更新工事 2004/1/6 2004/3/25

63 H16熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ沈砂し渣設備更新工事 水処理施設A系列 沈砂し渣設備更新工事 2004/5/20 2005/3/11

64 H16浄水管理ｾﾝﾀｰ沈砂池電気設備更新工事 水処理施設A系列 A系沈砂池設備の電気設備更新工事 2004/12/24 2005/3/25

65 H17浄水管理ｾﾝﾀｰ無停電電源装置_直流電源装置改良工事 水処理施設A系列 無停電電源装置及び直流電源装置の機能改良工事 2005/11/1 2006/3/3

66 H17熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰｴｱﾚｰｼｮﾝﾀﾝｸ設備更新工事(No1-4池) 水処理施設A系列 A系ｴｱﾚｰｼｮﾝﾀﾝｸ(No1-4池)機械設備更新工事 2005/8/18 2006/3/17

67 H17熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備更新工事(No3汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ) 水処理施設A系列 No3汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備更新工事 2005/8/25 2006/3/17

68 H17熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ送風機ﾌｨﾙﾀｰ設備更新工事 水処理施設A系列 送風機ﾌｨﾙﾀｰ設備更新工事 2005/11/1 2006/3/17

69 H17浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理用電気設備更新工事 水処理施設A系列 A系水処理設備（No.1-1,1-2）電気設備更新工事 2005/8/24 2006/3/17

70 H17浄水管理ｾﾝﾀｰ汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電気設備更新工事 水処理施設A系列 No.3,4汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電気設備更新工事 2005/8/24 2006/3/17

71 H18熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ汚泥脱水設備更新工事 汚泥処理棟 汚泥脱水設備(No1)更新工事 2006/11/29 2008/3/14

72 H18浄水管理ｾﾝﾀｰ汚泥脱水用電気設備更新工事 汚泥処理棟 汚泥脱水用電気設備更新工事 2006/11/30 2008/3/14

73 H20浄水管理ｾﾝﾀｰ送風機用電気設備更新工事 水処理施設A系列 送風機用電気設備、計装及び監視制御設備機器一式 2008/10/9 2009/3/19

74 H20浄水管理ｾﾝﾀｰ無停電電源装置蓄電池更新工事 水処理施設A系列 無停電電源装置蓄電池更新一式 2008/11/20 2009/3/19

75 H20熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ沈砂池設備更新工事 水処理施設A系列 沈砂池機械設備更新 2008/10/30 2010/3/18

76 H20熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備更新工事 水処理施設A系列 汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ機械設備更新 2008/10/30 2010/3/18

77 H20浄水管理ｾﾝﾀｰ沈砂池用電気設備更新工事 水処理施設A系列 沈砂池用電気設備、運転操作及び監視制御設備機器一式 2008/10/23 2010/3/18

78 H20浄水管理ｾﾝﾀｰ汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電気設備更新工事 水処理施設A系列 汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ用電気設備、運転操作及び監視制御設備機器一式 2008/10/23 2010/3/18

79 H21浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理用電気設備更新工事 水処理施設A系列 終沈補助継電器盤の更新 2009/8/6 2010/3/18

80 H21浄水管理ｾﾝﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ井防食更新工事 水処理施設A系列 ﾎﾟﾝﾌﾟ井・1防食塗装及び800mmﾊﾞｲﾊﾟｽ管 2009/12/8 2010/7/30

81 H22浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理計装更新工事 水処理施設B系列 B系水処理設備の計装品更新工事 2010/9/1 2010/12/5

82 H22浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理用電気設備更新工事 水処理施設A系列 初沈補助継電器盤の更新 2010/10/20 2011/3/18

83 H22浄水管理ｾﾝﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ井防食更新工事 水処理施設A系列 ﾎﾟﾝﾌﾟ井・2防食塗装及び800mmﾊﾞｲﾊﾟｽ管 2010/11/16 2011/3/25

84 H22熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ汚泥脱水設備更新工事 汚泥処理棟 No2汚泥脱水機の設備更新工事 2010/10/20 2012/2/28

85 H23浄水管理ｾﾝﾀｰ汚泥脱水用電気設備更新工事 汚泥処理棟 No.2汚泥脱水機の電気設備更新工事 2010/12/23 2012/3/23

86 H25熱海市第二浄化管理ｾﾝﾀｰ電話設備修繕工事 管理棟、汚泥処理棟、水処理施設A系、水処理施設B系建築電気 2013/1/4 2013/3/14

87 H24熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理設備工事その5 水処理施設A系列 No1，2沈砂池流入ｹﾞｰﾄ及びNo1-1濃縮汚泥かき寄せ機更新｡関連土木電気工事｡ 2012/8/14 2013/3/15

88 H25熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ建設工事その32 水処理施設A系列 汚水分配槽・B系初沈流入水路・汚泥棟排水槽の防食 2013/10/12 2014/2/24

89 H26熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ水処理設備工事その6 水処理施設A,B系列,汚泥処理棟反応ﾀﾝｸ設備,汚泥貯留設備,脱臭設備更新 2014/9/26 2016/2/26

90 H27熱海市浄水管理ｾﾝﾀｰ電気設備工事その7 水処理施設A及びB系列 A系水処理設備及びB系水処理の電気設備工事 2014/9/27 2016/3/18

工期
工事件名 対象施設 工事概要No.
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図表 3.1-14 更新履歴図    （出典）令和元年度 ストックマネジメント全体計画 
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（３）維持管理の状況 

熱海市浄水管理センターの維持管理の状況として過年度の実績を図表 3.3-15 に示す。 

 

図表 3.1-15 処理状況（熱海市浄水管理センター） 

 

ユーティリティ調達実績 

年度 

次亜塩素酸 

ソーダ 

kg 

高分子 

凝集剤 

kg 

汚泥脱臭

剤 

kg 

Ａ重油 

L 

軽油 

L 

硫化水素 

発生抑制剤 

L 

令和元年度 176,950 4,800 2,100 1,500 1,600  

令和２年度 108,710 5,400 2,000 1,500 0 9,600 

令和３年度 50,240 4,800 2,100 2,000  14,600 

令和４年度 75,050 4,605 2,100 2,000  14,600 

令和５年度 90,020 4,605 1,600 2,000  14,600 

（出典）熱海市維持管理年報  

 

 

流入水量・放流水量（令和元年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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流入水量・放流水量（令和２年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 

 

流入水量・放流水量（令和３年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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流入水量・放流水量（令和４年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 

 

流入水量・放流水量（令和５年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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流入水質・放流水質等（令和元年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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流入水質・放流水質等（令和２年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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流入水質・放流水質等（令和３年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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流入水質・放流水質等（令和４年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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流入水質・放流水質等（令和５年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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濃縮汚泥（令和元年度） 

 

 

濃縮汚泥（令和２年度） 

 

 

濃縮汚泥（令和３年度） 

 

 

濃縮汚泥（令和４年度） 

 

 

濃縮汚泥（令和５年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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汚泥処理（令和元年度） 

 

 

汚泥処理（令和２年度） 

 

 

汚泥処理（令和３年度） 

 

 

汚泥処理（令和４年度） 

 

 

汚泥処理（令和５年度） 

 

（出典）熱海市維持管理年報 
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（４）事故・故障発生の状況 

住民対応実施状況（令和元年度～令和 5 年度）の件数を図表 3.1-16,17 に、住民対応件数の内

訳を図表 3.1-18 に示す。 

 これより、住民対応の件数は年間約 19.2 件であり、その内容で最も多いのは“その他”であ

るが、内訳が確認出来る内訳では、汚水の流出が最も多くなっている。 

 

図表 3.1-16 住民対応件数 

 

 

 
図表 3.1-17 住民対応件数（グラフ） 
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図表 3.1-18 住民対応件数の内訳（令和元年度～令和 5年度） 

 

 

その他 その他

R1 01 H31.4.3 13:25 下水道課 1 4 河川への異常排水

R1 02 H31.4.19 14:00 1 1 南熱海幹線中継施設

R1 03 R1.5.10 11:00 5 民間事業者 4 取付け管支障

R1 04 R1.5.20 9:15 下水道課 1 1
R1 05 R1.5.27 10:30 下水道課 1 4 側溝からの溢水

R1 06 R1.6.5 下水道課 1 4 鉄蓋飛出し

R1 07 R1.6.13 下水道課 5 熱海市 4
R1 08 R1.6.24 下水道課 1 3 桝周辺舗装破損（私道）

R1 09 R1.7.12 下水道課 5 静岡県 3 マンホール周辺舗装の陥没

R1 10 R1.7.25 9:30 下水道課 5 熱海市 2 人孔からの汚水流出

R1 11 R1.8.1 16:30 下水道課 5 静岡県 3
R1 12 R1.8.5 下水道課 1 2 取付け管異常

R1 13 R1.8.26 下水道課 1 4 本管布設要望

R1 14 R1.9.3 16:00 下水道課 1 4 マンホール蓋がたつき

R1 15 R1.9.17 16:30 下水道課 1 4 マンホール蓋がたつき

R1 16 R1.10.20 下水道課 1 2
R1 17 R1.12.2 9:30 下水道課 1 2 下水道供用区域外

R1 18 R1.12.2 14:30 下水道課 1 4 雨水桝蓋外れ

R1 19 R2.1.2 17:00 下水道課 1 4 桝閉塞

R1 20 R2.1.6 15:00 下水道課 1 1
R1 21 R2.3.10 下水道課 5 熱海市 4 鉄蓋がたつき

※1）通報者  1：市民、2：原因者、3：警察、4：メディア、5：その他

※2）内容　　　1：異臭、2：汚水の流出、3：道路等陥没、4：その他

受信者
通報者 ※1 内容 ※2

年度 No. 受信日時 時間

その他 その他

R2 01 R2.4.19 8:00 下水道課 5 民間事業者 2
R2 02 R2.4.28 15:00 下水道課 5 熱海市 3
R2 03 R2.5.8 15:00 下水道課 5 熱海市 2
R2 04 R2.5.11 13:00 下水道課 1 2
R2 05 R2.5.15 13:50 下水道課 1 2
R2 06 R2.5.25 15:00 下水道課 5 熱海市 3
R2 07 R2.5.26 16:30 下水道課 5 熱海市 3
R2 08 R2.11.2 12:30 下水道課 1 2
R2 09 R2.6.4 10:30 下水道課 1 2
R2 10 R2.6.8 11:45 下水道課 5 熱海市 2
R2 11 R2.6.11 14:30 下水道課 5 熱海市 4 人孔鉄蓋がたつき

R2 12 R2.6.22 16:30 下水道課 5 民間事業者 1
R2 13 R2.7.10 9:30 下水道課 5 熱海市 4
R2 14 R2.7.9 10:45 下水道課 5 熱海市 3
R2 15 R2.7.10 13:00 下水道課 1 1
R2 16 R2.7.13 15:15 下水道課 5 民間事業者 4 鉄蓋のガタつき

R2 17 R2.8.3 8:20 下水道課 5 熱海市 4 人孔鉄蓋のずれ及び段差

R2 18 R2.8.5 11:00 下水道課 5 熱海市 3
R2 19 R2.8.8 18:10 下水道課 5 熱海市 3
R2 20 R2.8.5 11:00 下水道課 1 2
R2 21 R2.8.13 15:50 下水道課 1 2
R2 22 R2.9.17 9:00 下水道課 1 1
R2 23 R2.10.13 9:20 下水道課 1 1
R2 24 R2.11.27 9:00 下水道課 5 熱海市 2
R2 25 R2.12.11 11:50 下水道課 1 2
R2 26 R3.3.16 13:15 下水道課 1 4 宅内排水設備からの異音

R2 27 R3.3.27 11:30 下水道課 5 熱海市 4 マンホール埋設

※1）通報者  1：市民、2：原因者、3：警察、4：メディア、5：その他

※2）内容　　　1：異臭、2：汚水の流出、3：道路等陥没、4：その他

No. 受信日時 時間 受信者
通報者 ※1 内容 ※2

年度
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その他 その他

R3 01 R3.4.14 18:45 下水道課 1 2
R3 02 R3.4.20 18:15 下水道課 1 2
R3 03 R3.4.30 15:00 下水道課 5 熱海市 3
R3 04 R3.5.19 10:40 下水道課 1 4 人孔鉄蓋がたつき

R3 06 R3.6.17 10:40 下水道課 1 1
R3 07 R3.7.3 14:00 1 2
R3 08 R3.7.28 9:30 下水道課 5 熱海市 3
R3 09 R3.7.28 9:30 下水道課 5 熱海市 4 民地内不明水

R3 10 R3.8.16 下水道課 1 4 取付管詰り

R3 11 R3.9.10 下水道課 1 4 取付管詰り

R3 12 R3.11.8 下水道課 5 熱海市 3
R3 13 R3.11.15 下水道課 1 4 最終桝つまり

R3 14 R3.12.3 下水道課 1 4 取付管つまり

R3 15 R3.12.20 下水道課 1 4 最終桝つまり

R3 16 R3.11.5 下水道課 1 1
R3 17 R3.12.24 下水道課 5 熱海市 3
R3 18 R4.1.25 下水道課 1 4 宅内排水設備の閉塞

R3 19 R4.2.28 下水道課 1 4 宅内排水設備

R3 20 R4.3.1 下水道課 1 4 取付管の閉塞

R3 21 R4.1.6 下水道課 1 4 宅内排水設備の閉塞

R3 22 R4.3.19 下水道課 5 熱海市 2
※1）通報者  1：市民、2：原因者、3：警察、4：メディア、5：その他

※2）内容　　　1：異臭、2：汚水の流出、3：道路等陥没、4：その他

通報者 ※1 内容 ※2
年度 No. 受信日時 時間 受信者

その他 その他

R4 01 R4.4.16 11:30 下水道課 5 民間事業者 2
R4 02 R4.4.15 下水道課 1 4 つまり

R4 03 R4.5.24 下水道課 1 4 マンホールがたつき

R4 04 R4.7.13 下水道課 1 4 最終桝からの流れ

R4 05 R4.7.20 13:30 5 熱海市 1
R4 06 R4.8.10 下水道課 1 4 マンホール蓋ガタツキ

R4 07 R4.8.29 1 3
R4 08 R4.8.30 下水道課 1 1
R4 09 R4.8.26 下水道課 1 2
R4 10 R4.9.9 下水道課 1 2
R4 11 R4.9.5 下水道課 1 4 最終桝のつまり

R4 12 R4.12.8 下水道課 5 熱海市 3
R4 13 R4.12.9 下水道課 1 2
R4 14 R5.1.18 1 2
R4 15 R5.2.17 下水道課 5 熱海市 2

※1）通報者  1：市民、2：原因者、3：警察、4：メディア、5：その他

※2）内容　　　1：異臭、2：汚水の流出、3：道路等陥没、4：その他

No. 受信日時 時間 受信者
通報者 ※1 内容 ※2

年度
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その他 その他

R5 01 R5.4.13 下水道課 1 4 4 鉄蓋がたつき（東京電力）

R5 02 R5.4.17 15:00 下水道課 1 1
R5 03 R5.7.7 下水道課 1 3 雨水管、木根

R5 04 R5.5.16 下水道課 1 1
R5 05 R5.9.18 21:00 下水道課 3 4 鉄蓋破損（公道内桝）

R5 06 R5.9.28 17:00 下水道課 2 4 重油漏れ

R5 07 R5.12.22 6:15 下水道課 3 4 鉄蓋破損（マンホール）

R5 08 R5.12.25 下水道課 1 4 浄化槽排水流出（個人所有）

R5 09 R5.12.23 18:00 下水道課 5 熱海市 4 灯油漏れ

R5 10 R6.1.18 16:00 下水道課 5 民間事業者 4 取付け管閉塞

R5 11 R6.1.27 14:00 下水道課 1 4 取付け管閉塞

R5 12 R6.2.29 13:15 下水道課 1 4 桝溢水

※1）通報者  1：市民、2：原因者、3：警察、4：メディア、5：その他

※2）内容　　　1：異臭、2：汚水の流出、3：道路等陥没、4：その他

通報者 ※1 内容 ※2
年度 No. 受信日時 時間 受信者



50 

（５）民間委託の状況 
民間活力の活用として、図表 3.1-19 に示す通り、料金徴収業務および運転管理業務を民間委

託している。処理場・ポンプ場の維持管理については、レベル 2.5 相当の包括的民間委託による

維持管理業務の体制補完がなされている。また、建設工事については、日本下水道事業団に委託

して実施している。管路については、包括的民間委託を導入しておらず、職員により各維持管理

業務及び工事を個別に発注・管理しており、体制補完が出来ていない状況である。 

エネルギー利用については、国土交通省が実施する「令和 5 年度下水道温室効果ガス削減推進

モデル事業」の対象団体として選定され、熱海市浄水管理センターを対象に省エネ対策や創エ

ネ・再エネ方策の導入に関する検討などを実施している。 

 

図表 3.1-19 民間活力・資産の活用状況 

項目 活用状況 
民間活力の

活用 

民間委託 平成 19 年度より下水道使用料の徴収業務を民

間委託している。 

平成 21 年度より処理場・ポンプ場の運転管理

業務を包括的民間委託している。 

指定管理者制度 該当なし 

PPP/PFI 該当なし 

資産の 

活用 

エネルギー利用 該当なし 

土地・施設など利用 該当なし 

（出典）熱海市公共下水道事業 経営戦略 

【熱海市における包括的民間委託の概要】 

委 託 名：熱海市浄水管理センター等運転管理業務委託 

委 託 年 数：令和 3 年度～令和 7 年度（5年間） 

契 約 金 額：1,419,000,000円（税抜） 

業務エリア：熱海市浄水管理センター、伊豆山浜中継ポンプ場、南熱海中継ポンプ場、 

南熱海幹線管路トンネル、南熱海幹線中継施設、泉地区採水５箇所、 

寺山マンホールポンプ 

包括レベル：レベル2.5（一件あたり80万円以下の修繕業務を実施する形態） 

対 象 業 務： 

（1）運転管理業務 

（2）保守点検業務 

（3）水質分析業務 

（4）環境整備業務 

（5）修繕業務 

（6）ユーティリティ調達業務 

（7）設備関連台帳管理業務 

（8）緊急時の対応 
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（9）見学者への対応 

（10）業務期間満了時の引き継ぎ 

（11）その他の業務  
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（６）各種計画 

施設整備の進捗と施設の老朽化に伴い、将来的に建設改良事業費や維持管理費の増大が想定さ

れていることから、既存資料に基づき、建設改良（施設整備）及び維持管理に関する将来事業量

を整理した。 

各計画の概要を図表 3.1-20 に示す。 

 

図表 3.1-20 各計画の概要 

名称 計画概要 策定年度 

汚水処理整備計画 

未整備地区における汚水処理の早期概成を

目指し、その実現のために策定された計画 

（アクションプラン） 

平成 29 年度 

～令和 8 年度 

ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画 

（管路施設） 

長期的な視点で計画的な施設管理を推進す

るための計画。 

全体計画として、長期的な改築事業費等を

検討し、実施計画として、修繕・改築が必

要な施設を検討する。実施計画は、概ね 5

年毎に変更を行う。 

令和 4年度 

～令和 8 年度 

（第 2期） 

 

管路施設および 

処理場・ポンプ場 

施設は現在見直し中 

ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画 

（処理場・ポンプ場施

設） 

総合地震対策計画 

地震時に下水道が最低限有すべき機能を確

保するため、施設の耐震化及び被災した場

合の下水道機能のバックアップ対策を策定

する計画 

令和 5年度 

～令和 14 年度 

初島漁業集落排水施設 

機能保全計画 

予防保全型の施設管理を基本とした最適整

備構想を策定することを目的とし、機能診

断及び最適整備構想 

令和 7年度 

～令和 11 年度 

 

  



53 

建設改良及び維持管理の将来事業量は、「熱海市公共下水道事業 経営戦略 令和 5年 5 月 熱

海市公営企業部下水道課」（以下、経営戦略とする）を参照して、対象期間を令和 5年～令和 14年

度まで（10 年間）とする。経営戦略によると、今後の下水道事業は図表 3.1-21 のとおりであり、

面整備より改築事業、地震・津波対策事業がメインとなる。管路、浄水管理センター、ポンプ場

の改築は、定期的な点検調査結果に基づく優先度に応じて、老朽化の進行する施設や設備を特定

し、計画的に改築していく予定である。地震・津波対策は、早期に各施設の処理機能を維持でき

る対策を実施していく予定である。 

更に、上記下水道事業以外にも、令和 6 年度からは初島漁業集落排水事業が下水道課の所管と

なり、下水道課の負担が更に増加する。 

下水道事業の建設改良費は、今後 700 百万円/年～1,200 百万円/年と予定される。また、維持管

理費は、470 百万円/年～500 百万円/年である。 

 

図表 3.1-21 下水道事業の予定 

 

  

（単位：百万円）

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

★汚水処理整備計画（アクションプラン）見直し

0.6ha/年のペース(アクションプランを基に事業状況を踏まえて調整)で面整備を実施⇒

33     33     33     41     53     47     33     33     33     33     

★ストックマネジメント計画見直し ★ストックマネジメント計画見直し

5年に1回の点検調査結果に基づき老朽化の進行した管路を改築⇒

130    153    93     61     77     77     107    97     85     137    

★ストックマネジメント計画見直し ★ストックマネジメント計画見直し

5年に1回の調査と計画見直しにより老朽化の進行した設備等を改築⇒

560    348    433    532    362    357    446    389    405    459    

液状化の危険性が高い管路の耐震化、浄水管理センターの耐震化⇒

132    170    226    165    283    211    527    465    465    343    

★伊豆山地区災害対策 ★自家発電気設備（南熱海中継ポンプ場）の整備

130    5      60     60     

★雨天時侵入水対策計画策定

雨天時浸入水の調査と対策計画⇒

20     10     5      5      5      5      5      

合計 985    704    785    819    790    757    1,178  989    993    977    

出典）熱海市公共下水道事業　経営戦略　令和5年5月　熱海市公営企業部下水道課

その他災害対策

不明水対策

施策
【関連計画】

計画期間

面整備
【汚水処理整備計画】

【(アクションプラン)】

改築
（管路）

【ストックマネジメント
計画】

改築
（処理場・ポンプ場）
【ストックマネジメント

計画】

地震・津波対策
【総合地震対策計画】

★総合地震
　対策計画
　見直し

★総合地震
　対策計画
　見直し
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図表 3.1-22 建設改良費の推移 

 
出典）令和 5 年度以降：熱海市公共下水道事業 経営戦略 令和 5 年 5 月 熱海市公営企業部下水道課 

注）網掛けは、日本下水道事業団（JS）関連を示す。 

 

 

 

図表 3.1-23 建設改良費の推移（グラフ） 

 

 

  

単位：税込み-千円

年度 面整備
改築

（管路）

改築
（処理場・
ポンプ場）

地震・
津波対策

その他
災害対策

不明水対策 合計
合計

（JS除く）

R4 54,182 137,134 44,910 23,590 0 0 259,815 191,315

R5 33,000 180,241 560,000 132,000 130,000 0 1,035,241 475,241

R6 33,000 153,000 348,300 170,000 0 0 704,300 356,000

R7 33,000 93,000 432,800 226,000 0 0 784,800 352,000

R8 41,000 61,000 531,500 165,000 0 20,000 818,500 287,000

R9 53,000 77,000 362,000 283,000 5,000 10,000 790,000 428,000

R10 47,000 77,000 357,000 211,000 60,000 5,000 757,000 400,000

R11 33,000 107,000 446,000 527,000 60,000 5,000 1,178,000 732,000

R12 33,000 97,000 389,000 465,000 0 5,000 989,000 600,000

R13 33,000 85,000 405,000 465,000 0 5,000 993,000 588,000

R14 33,000 137,000 458,900 343,000 0 5,000 976,900 518,000

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

(百万円・税込)

面整備 改築（管路） 改築（処理場・ポンプ場） 地震・津波対策 その他災害対策 不明水対策 R4建設改良費
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図表 3.1-24 維持管理費の推移 

 

出典）令和 5 年度以降：熱海市公共下水道事業 経営戦略 令和 5 年 5 月 熱海市公営企業部下水道課 

 

 

 

図表 3.1-25 維持管理費の推移（グラフ） 

  

単位：税抜き-千円

年度 管渠費 ポンプ場費 処理場費
泉下水道

維持管理費
合計

R4 15,298 34,794 324,782 23,246 398,120

R5 49,164 29,661 358,493 30,039 467,357

R6 49,555 29,673 358,675 30,189 468,092

R7 49,950 29,684 358,857 30,340 468,831

R8 50,348 29,969 362,262 30,492 473,071

R9 50,749 30,257 365,700 30,644 477,350

R10 51,154 30,548 369,172 30,798 481,672

R11 51,563 30,842 372,677 30,952 486,034

R12 51,975 31,138 376,217 31,106 490,436

R13 52,391 31,437 379,790 31,262 494,880

R14 52,811 31,740 383,399 31,418 499,368

0

100

200

300

400

500

600

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

(百万円・税込)

管渠費 ポンプ場費 処理場費 泉下水道維持管理費
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3.2 組織体制に関する状況 

下水道課の組織体制（正規職員）は、課長 1名、経営企画室 3 名、施設室 4 名となっている。 

 

 

令和 6年 4月 1日現在 

（出典）下水道事業のあらまし（令和 5年度版） 熱海市公営企業部下水道課 

 

図表 3.2-1 公営企業部組織図 
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室長 管路担当 処理場担当 排水設備担当
職種 土木 土木 土木 電気/機械 土木

令和2年度 1 3 1 2 1電気 1 9

令和3年度 1 3 1 1 1電気 1 8

令和4年度 1 3 1 1 1電気 1 8

令和5年度 1 3 1 1 1電気 1 8

令和6年度 1 3 1 1 1機械 1 8

施設室課長 経営企画室年度 計

本市の下水道事業に携わる職員数の推移を図表 3.2-2 示す。これより、本市の下水道事業に携

わる職員数は令和 3 年以降横ばいであることが確認出来る。加えて、管路担当、処理場担当、排

水設備担当は、各 1 名で対応しており、代替の人員を確保出来ない状況となっている。特に、設

備職は全体で 1名であり、対応が難しい状況である。 

 
図表 3.2-2 職員数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（補足） 

「下水道事業のあらまし」と人数が異なる年度があるが、座席表により精査した人数を記載している 

 

委託状況として、令和 1 年度～令和 5 年度の発注件数、事業費（変更後決算額、税込）を整理

し、図表 3.2-3 に示す。 
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図表 3.2-3 発注件数、事業費の推移（令和元年度～令和 5 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位　件数：件、決算額：千円

件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額

R1 12 8,235 29 37,710 6 10,741 2 8,278 5 3,711 8 31,439 62 100,114
R2 13 8,763 10 3,643 0 0 1 6,919 5 1,462 3 9,570 32 30,357
R3 17 9,865 9 9,296 1 1,484 1 5,500 5 1,649 4 14,949 37 42,743
R4 17 12,328 2 417 0 0 2 12,539 3 208 4 14,235 28 39,727
R5 12 10,955 13 14,370 1 2,838 0 0 4 4,284 7 47,586 37 80,033

平均 14.2 10,029 13 13,087 2 3,013 1 6,647 4 2,263 5.2 23,556 39 58,595

単位　件数：件、決算額：千円

件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額 件数 決算額

R1 3 36,681 33 125,457 0 0 4 516,140 1 2,192 0 0 37 164,330
R2 3 20,686 52 148,050 1 2,673 4 371,340 1 5,817 0 0 57 177,225
R3 1 1,210 42 143,739 0 0 3 257,680 2 6,655 2 6,600 46 152,704
R4 2 10,078 36 148,822 0 0 1 70,010 0 0 1 23,590 38 158,901
R5 3 11,924 29 47,352 0 0 3 589,300 2 6,820 0 0 35 552,096

平均 2.4 16,116 38 122,684 0 535 3.0 360,894 1.2 4,297 0.6 6,038 43 241,051

単位　件数：件、決算額：千円

件数 決算額

R1 4 516,140
R2 4 371,340
R3 4 263,180
R4 2 93,600
R5 2 103,300

平均 3.2 269,512
※処理場および建設推進委託

委託 修繕

上記のうちJS ※
年度

年度 合計

年度
管きょ ポンプ場 処理場

処理場

委託 修繕委託

委託

維持管理

建設改良

修繕

管きょ ポンプ場

合計（JS除く）
委託 工事 委託 工事 委託 工事

下水道施設建設推進
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R1 R2 R3 R4 R5 備考

413管布 管渠布設工事費 33 51 42 35 28
414浄改 浄水管理センター建設改良工事費 1 1 2 0 2
416ポンプ工 ポンプ場建設工事費 0 1 0 0 0
417泉下建 泉下水建設工事費 0 1 0 1 1
211管修 管渠修繕費 28 10 6 2 12
211管復 路面復旧費 0 0 2 0 1
212ポ修 ポンプ場修繕費 2 1 1 2 0
213処修 処理場修繕費 8 3 4 4 7
214泉維修 泉下水道維持管理修繕費 1 0 1 0 0
211管委 管渠委託料 11 13 17 17 12
212ポ委 ポンプ場委託料 6 0 1 0 1
213処委 処理場委託料 5 5 5 3 4
214泉維委 泉下水道維持管理委託料 1 0 0 0 0
215総委 総係委託料 － － － － － ※検針等であるため除く

413管布委 管渠布設委託料 3 3 1 2 3
414浄委 浄水管理センター建設改良委託料 4 4 3 1 3
下施委 下水道施設建設推進委託料 0 0 2 1 0

合計 103 93 87 68 74

種別

R1 R2 R3 R4 R5 備考

413管布 管渠布設工事費 125,457 147,885 143,739 148,184 46,890
414浄改 浄水管理センター建設改良工事費 2,192 5,817 6,655 0 6,820
416ポンプ工 ポンプ場建設工事費 0 2,673 0 0 0
417泉下建 泉下水建設工事費 0 165 0 638 462
211管修 管渠修繕費 37,050 3,643 2,913 417 13,160
211管復 路面復旧費 0 0 6,317 0 1,210
212ポ修 ポンプ場修繕費 8,278 6,919 5,500 12,539 0
213処修 処理場修繕費 31,439 9,570 14,949 14,235 47,586
214泉維修 泉下水道維持管理修繕費 660 0 66 0 0
211管委 管渠委託料 8,147 8,763 9,865 12,328 10,955
212ポ委 ポンプ場委託料 10,741 0 1,484 0 2,838
213処委 処理場委託料 3,711 1,462 1,649 208 4,284
214泉維委 泉下水道維持管理委託料 88 0 0 0 0
215総委 総係委託料 － － － － － ※検針等であるため除く

413管布委 管渠布設委託料 36,681 20,686 1,210 10,078 11,924
414浄委 浄水管理センター建設改良委託料 516,140 371,340 257,680 70,010 589,300
下施委 下水道施設建設推進委託料 0 0 6,600 23,590 0

合計 780,584 578,922 458,627 292,227 735,430

種別

 

 費目別に整理した委託実績を図表 3.2-4 及び図表 3.2-5 に示す。 

管きょの修繕（211 管修）などは、市内業者にて対応可能な業務であることが想定される。一

方、熱海市浄水管理センターの委託（414 浄委）は、委託額が大きく、大規模な改築工事を含む

ことが分かる。 

図表 3.2-4 発注件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.2-5 事業費（委託費）の推移 
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3.3 財政に関する状況 

（１）財務収益性 

 本市の行政人口は、令和 5 年度から令和 14 年度までの 10年間で 5,600 人（17％）、長期的には

30 年後の令和 34 年度までの 30 年間で 15,700 人（47％）減少すると見込まれている。 

 整備人口は、下水道事業計画区域内において今後行う下水道整備面積（0.6ha/年を想定）を勘

案し算定しており、行政人口の減少に伴い、整備人口は減少していく見込みとしている。 

そのため、整備人口は、令和 14 年度までに約 3,650 人（16％）、長期的には令和 34 年度までに

約 10,250 人（45％）の減少が見込まれている。 

これに伴って、下水道使用料の減少が想定され、財務収益性が低下することが懸念される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.3-1 処理区域内の整備人口の予測 

（出典）熱海市公共下水道事業 経営戦略 
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0
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1,800

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

（百万円）

維持管理費 減価償却費 支払利息 職員給与費 使用料収入(改定無し) 使用料収入(改定有り)

使用料収入の推計は、有収汚水量を基に使用料単価(＝使用料収入/有収汚水量)を乗じて算出し

ており、現在は、下水道使用料以外の一般会計からの繰入金等により支出を賄っている。 

老朽施設の改築および地震対策等の推進により減価償却費や支払利息の増大が見込まれる一方、

少子高齢化の進展や節水志向による有収汚水量の減少が見込まれるため、下水道使用料は減少傾

向であり、収入不足が懸念される。 

そのため、投資・財政計画（収支計画）については、純利益を確保するため、4 年毎に使用料の

見直しを行うことを想定している。 

経営戦略によると、短期的には、令和 7 年度に 12％、中期的には令和 11 年度に 17％の使用料

改定を行い、収入の不足を補う計画としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.3-2 使用料収入の見通し 

（出典）熱海市公共下水道事業 経営戦略 
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下水道使用料
汚水処理費

(公費負担分を除く）
経費回収率 平均値

(千円） (千円） (%) (%)

H29 1,173,121 1,173,121 100.00 87.69

H30 1,156,905 1,160,466 99.69 88.06

R1 1,147,142 1,147,142 100.00 87.29

R2 1,030,720 1,030,720 100.00 88.25

R3 1,021,429 1,021,429 100.00 90.17

※平均値：類似団体区分[Cc1]に該当する団体の平均値。

年度

（２）財務安全性 

本市の経費回収率は、平成 30 年度に若干 100％（使用料収入＝汚水処理費）を下回るものの、

その他の 4 年間では 100％となっていることから、汚水処理に関わる費用は使用料収入で概ね賄

えている。 

類似団体の平均値を上回っていることから、本市の使用料水準は適正と考えられる。 

今後も効率的な施設運営による汚水処理費の削減を図りつつ、使用料収入と汚水処理のバラン

スを配慮し、適正な使用料水準を維持する必要がある。 

 

図表 3.3-3 経費回収率 
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4.漁業集落排水事業の概要 

（１）初島漁業集落排水事業の概要 

本市の漁業集落排水事業の概要を次に示す。対象施設は全て整備済である。 

 

図表 4-1 初島浄水管理センターの概要 

供用開始 平成 19 年 1 月（2007 年 1 月） 

処理対象汚水 生活系排水（し尿及び生活雑排水） 

処理方式 膜分離活性汚泥法 

汚泥処理方式 脱水、炭化、搬送 

処理対象人員 1,880 人 

計画流入水質 BOD：200mg/L、SS：200mg/L 

計画放流水質 BOD：5mg/L、COD：10mg/L、SS：5mg/L 

計画汚水量 日最大汚水量 621m3/日、日平均 508m3/日 

（出典）R5 年度 機能保全計画 

 

 

図表 4-2 管路施設一覧 

排除区分 管種 管径 延長 

分流汚水 HP 250 55.54m 

分流汚水 VU 150~250 1,439.30m 

分流汚水 PE 100 298.95m 

合計 1,793.79m 

（出典）R5 年度 機能保全計画 

 ※マンホールポンプ場 

・NO.1 マンホールポンプ場（φ65×1.5kW×2 台） 

・NO.2 マンホールポンプ場（φ65×1.5kW×2 台）  
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図表 4-3 初島漁港平面図   （出典）R5 年度 機能保全計画 
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図表 4-4 初島浄水管理センターフローシート  （出典）R5年度 機能保全計画 
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（２）管路 

布設年度別の集計を図表 4-5,4-6 に示す。 

 

図表 4-5 布設年度別延長（管きょ） 

布設年度 延長 割合 

2005 年度 322.59m 18％ 

2006 年度 540.51m 30％ 

2007 年度 690.74m 39％ 

2008 年度 239.95m 13％ 

合計 1,793.79m  

（出典）R5 年度 機能保全計画 

 

図表 4-6 布設年度別箇所数（人孔・蓋） 

布設年度 
人孔 蓋 

備考 
箇所数 割合 箇所数 割合 

2005 年度 7 基 7 % 7 基 7 %  

2006 年度 34 基 32 % 32 基 30 %  

2007 年度 48 基 45 % 48 基 45 %  

2008 年度 18 基 17 % 17 基 16 %  

2021 年度   1 基 1 % 更新 

2023 年度（予定）   2 基 2 % 更新予定 

合計 107 基  107 基   

（出典）R5 年度 機能保全計画 

 

 

 管路施設は、機能保全計画の中で、全施設を対象に管口カメラ点検を実施している。 

点検結果の抜粋として、劣化要因判定表を図表 4-7 に示す。 
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図表 4-7 管路施設の劣化要因判定表（抜粋） 
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（２）処理施設の状況 

初島の汚泥は、計画上は脱水、炭化、搬送としている。 

一方、現在は、炭化装置の煙の問題や老朽化が要因で、撤去する予定となっている。 

このため、脱水汚泥の搬出を行い、熱海市環境センター（エコ・プラント姫の沢）にて焼

却処理を行っている。 

運搬頻度は、概ね 3ヶ月に 1 回程度であり、6t（8m3）コンテナにて搬送を行っている。 

 

漁業集落排水処理施設の管理として、保守点検・清掃・水質検査を行う場合、浄化槽管理

者の任命が必要となる。（501 人以上の施設であるため） 

 浄化槽技術管理者は、浄化槽管理士資格、2 年以上の実務経験及び資格講習会合格が必要

となる。 

加えて、脱水汚泥の収集・運搬を行う場合、熱海市の収集・運搬業の許可（一般廃棄物収

集運搬業及び一般廃棄物処分業）が必要となる。 

 

 

 

初島浄水管理センターの日報及び管理方法、機器点数を図表 4-8 ～ 4-12 に示す。 
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図表 4-8 熱海市初島浄水管理センター処理状況（保守点検日報） 
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71 

図表 4-9 管理方法の設定方法 

 

（出典）R5 年度 機能保全計画 
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図表 4-10 管理方法の設定結果 

 

 

図表 4-11 管理方法の設定結果（割合） （出典）R5年度 機能保全計画 

 

図表 4-12 管理方法の設定結果（工種毎）（出典）R5 年度 機能保全計画 
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劣化要因の整理として、機械・電気の劣化要因判定表に示す。 

 

図表 4-13 機械設備の劣化要因判定表 

 
（出典）R5 年度 機能保全計画 
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図表 4-14 電気設備の劣化要因判定表 

 

（出典）R5 年度 機能保全計画 
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（３）各施設の状況、整備計画（漁業集落排水） 
初島地区では、これまでに管理してきた漁業集落排水施設の老朽化が進み、今後、維持管

理費・改築費の増大が予想される。このことから、施設の延命化と維持管理や改築に要する

費用の平準化等による長期的な管理経費の抑制を図るため、予防保全型の施設管理を基本

とした、機能保全計画において、5 カ年の事業計画を策定している。（図表 4-15） 

 

図表 4-15 5 カ年の事業計画（令和 5 年度策定） 

 


